
みんなが安心して学ぶことができる学校づくり

留萌市立留萌中学校

「令和７年度不登校対策総合実践事業」成果資料



１ 推進地域の児童生徒の現状

【学校風土アンケート４月】

２ 目標、目指す子ども像

【不登校生徒数】

◎新たな不登校児童生徒ゼロを目指す
◎小中の連続性に着目し、課題の解決を目指す

「児童生徒の心理的安全性、承認感の向上」



３ 今年度の取組

【４校共通学校風土アンケート】

１（1）事業推進体制の構築

１ 発達支持的な生徒指導「認める教育・支援」の展開
□小中連携・一貫で行う「認める教育・支援」
□学校風土アンケートの活用による学校風土の見える化
（４校共通）
・教職員の共通認識に基づく学校運営
２ 不登校支援ガイドブックを活用した生徒理解研修
第１回【８月２２日】 生徒理解研修「エデュパスの活用」
第２回【１月１４日】 生徒理解研修「教育と科学」
第３回【２月１０日】 家庭・保護者支援

講師：北海道チーフＳＳＷ 田村 千波 氏
３ 不登校対策連絡協議会（年３回）
第１回【５月１２日】
第２回【１０月２４日】
第３会【２月１３日】

１（2）事業成果の検証・改善及び普及啓発



３ 今年度の取組
１（1）事業推進体制の構築

１（2）事業成果の検証・改善及び普及啓発

◎みんなが安心して学ぶことができる学校づくり
・9年間で目指す子ども像を学校・地域・保護者で共有（一貫校のメリットを最大限に生かす）
・大前提としての学習指導、学級経営の充実
・相談機能の充実
・こころの教育の充実
・学園生が「選べる」居場所づくり

◎多様な学びの場「ステップアップルーム」
・教室で学習するという状態を目指すことのみを目標とするのではなく、学園生が自らの
進路を主体的に捉え、社会的に自立する方向を目指す
・家でも教室でもないもう一つのとまり木としての居場所（サードスペース）
・自宅から出て「登校」し、社会・学校とのつながりをもつ

帯広市立大空学園義務教育学校 視察より



３ 今年度の取組
２（１）みんなが安心して学ぶことができる学校づくり

１ 小中連携・一貫教育部会、留萌市教育支援センターとの連携

 安心・安全な風土の醸成に向け、児童生
徒それぞれのよさや持ち味を生かした

 ・「みんなが活躍できる機会のある授
業づくり」

 ・「誰にとっても分かる授業づくり」

 の推進を基盤とする



３ 今年度の取組
２（１）みんなが安心して学ぶことができる学校づくり

２ 学校風土アンケートで見えた課題となる力を高める取組①



３ 今年度の取組
２（１）みんなが安心して学ぶことができる学校づくり

２ 学校風土アンケートで見えた課題となる力を高める取組②
自殺予防教育プログラム ： ストレス対処能力の育成



３ 今年度の取組
２（１）みんなが安心して学ぶことができる学校づくり

３ 生徒が安心して学ぶことができる「多様な学びの場」の持続可能な運用

◎「教育相談コーディネーター」を
中心とした組織的な取組へ

教育支援教室の充実
「プラスワン・ルーム」
※不登校傾向の生徒にとってチャレンジできる
環境を創りたい

１）支援ツール「支援の足跡」の組織的・効果的な活用
２）「生徒の足跡」による個に応じた支援の充実
３）短学活、給食指導、清掃活動等の工夫
（１日頑張ったと実感できる工夫）

※支援教室担当時間の充実

支援の足跡

１ファイル
で

一元化



３ 今年度の取組
２（２）心のＳＯＳの早期発見・早期支援の充実

１ エデュパスを活用した小中連携の推進



３ 今年度の取組
２（２）心のＳＯＳの早期発見・早期支援の充実

２ 教育相談の充実

１）ＳＣ来校日のカウンセリング・教員
とのカンファレンスの充実

２）ＳＣ、ＳＳＷ、ゆっくるもとの情報共
有（不登校対策会議の充実）

３）「認める指導」の展開
（エデュパスを活用してＰＤＣＡ）



３ 今年度の取組
２（３）アセスメントに基づく実効的なチーム支援体制の構築

組織的な支援プロセスの確立
※関係機関との情報共有・協働体制の強化

１）アセスメントに基づくPDCAサイクルの確立

２）生徒理解・支援シートの共有（SC、SSW、教育
支援センター「ゆっくるも」）

３）月１回の不登校対策会議における支援策の検
討と支援の実行



４ 取組のポイント

小小連携・小中連携の推進

１）各校の風土や指導法を把握し、連携を通した計画的な指導・支援
※学校風土アンケート（4月、7月、12月）
※小中連携・一貫教育推進委員会「児童生徒交流部会」における学校風土アンケ
ートからの評価・改善の取組の交流
（5月【指導法】、10月【評価・改善】、2月【評価・改善】）

２）「認める指導」の展開（エデュパスを活用してＰＤＣＡ）
※小中連携・一貫教育推進委員会「児童生徒交流部会」における活用状況等の交流
と活用促進（5月、10月、2月）

３）小小連携児童交流の開催
※（年２回、11月【3校児童交流】、2月【留萌中学校新入生説明会】の開催）



５ 成果と課題 【学校風土アンケート】年３回

不登校・不登校傾向の生徒の状況R6～R7（留萌中学校） 学校評価（留萌中学校）

◎自己肯定感の保護者質問項目
「学校は、お子さんの良いところを認めている。」
◎規範意識の保護者質問項目
「学校は、いじめや不登校、問題行動等の未然防止に取り組んでい
る。」



５ 成果と課題

〇学校風土アンケートの活用により各校の児童生徒の強みを意図的
に活かして自己肯定感を高め、課題に応じて、学校全体で取り組む
具体的な手立てを講じることができた。

〇小中連携・一貫による共通指標「認める教育・支援」により児童生
徒の自己有用感と自己肯定感を高めることができた。

○教育相談コーディネーターを中心とする組織的な取組により、プラ
スワンルーム機能と不登校支援、教育相談が充実した。

▲不登校児童生徒への学習支援と学習評価について（個に応じた支
援と評価）検討する必要がある。

▲エデュパスの活用方法の工夫を進め、小中の円滑な接続（中１ギャ
ップの未然防止）をさらに進める。



６ 次年度以降の取組に向けて

□学校風土アンケートの活用による継続的な学校改善と安心・
安全な学校風土の醸成

□小中連携・一貫による共通指標「認める教育・支援」の推進
□教育相談コーディネーターを中心とする組織的な取組によ
るプラスワンルーム機能と不登校支援、教育相談の充実

□不登校児童生徒一人一人に応じた学習支援と学習評価
□エデュパスの活用促進によるＳＯＳを見逃さない教育相談の
確立


